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2005年から全国の人口が減少に転
じ、大きなショックを与えています。
地域においても同様です。
このように人口減少がすでに現実
となり、今後その傾向が一層加速す
る環境下においては、地域活性化の
方向性をこれまでの延長線上で考え
ることは難しくなります。たとえば
産業振興について考えると労働力不
足の克服が課題となります。労働力
人口の減少で長岡地域の多くの企業
で人手不足が常態化する可能性があ
ります。労働生産性の向上、高齢
者・女性などの労働力率の向上、域
外からの労働力確保などが重要なポ
イントになるでしょう。さらに、市民生活に目を転じると福祉の問題があります。高齢化率の上昇で高齢者福祉
をはじめとする社会福祉関連サービスの充実の必要性が高まりますが、人口減少下にそれを実現することは容易
なことではありません。また、生活者減少のなかで商店街や地域コミュニティの一層の空洞化が危惧され、その
中で安全・安心なまちづくりをいかに構築するかも１つの論点です。
このような問題意識のもとで、私たちは人口減少時代における長岡地域活性化の方向性を考えるためのシンポ
ジウムを企画しました。まず人口減少が地域に及ぼしうる影響を具体的に捉え、それを踏まえた地域振興のあり
方について議論を深めてまいります。人口減少には弊害ばかりではなく、自然など豊かな地域資源を個々の市民
が一層活用できるようになるというプラス面もあります。マイナス面を最小限にし、プラスの可能性を引き出す
ための展望が得られればと考えています。
当日は、100名をこえる多くの産業界、行政の方々の参加をえて、課題を浮き彫りにすることができました。以
下、その内容を紹介させていただきます。
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特
集
長岡大学地域研究センター　2006年度シンポジウム
人口減少時代と地域社会の展望 ２００６年１１月１７日開催
――― 次　　第 ―――
（総合司会　本学助教授・地域研究センター運営委員　村山光博）
１　名　　　称　　シンポジウム・人口減少時代と地域社会の展望
２　日　　　時　　平成18年11月17日d 14：00～17：00 受付：13：30～
３　会　　　場　　アトリウム長岡
４　次　　　第　・基調講演：人口減少と地域経済の課題
長岡大学教授　地域研究センター運営委員長　　　　鯉　江　康　正　氏
・パネルディスカッション
テーマ：人口減少時代と地域社会の展望
パネリスト
株式会社小林硝子代表取締役社長　　　　　　　　　　小　林　武　司　氏
長岡市企画課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　澤　千　秋　氏
ながおかタウンマネージメント企画運営会議代表　　　小　川　峰　夫　氏
ＮＰＯ法人ながおか生活情報交流ねっと理事　　　　　渡　辺　千　雅　氏
長岡大学教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯉　江　康　正　氏
コーディネーター　　　　長岡大学助教授 石　川　英　樹　氏
